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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー

の
河
合
で
す
。
今
回
は
、
愛
知
県
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
黒
河
湿
地
植
物
群

落
（
大
久
保
町
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
自
然
豊
か
な
湿
地

　

緑
に
囲
ま
れ
た
黒
河
湿
地
の
入
口
を

通
っ
て
い
く
と
、
そ
こ
に
は
一
面
に
希
少

な
植
物
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
私
が
こ

こ
に
来
た
一
番
の
目
的
は
、
ハ
ッ
チ
ョ
ウ

ト
ン
ボ
。
あ
の
小
さ
く
可
憐
な
姿
を
カ
メ

ラ
に
収
め
る
た
め
で
し
た
。

　

し
ば
ら
く
探
す
と
、
お
目
当
て
の
ハ
ッ

チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
を
発
見
し
ま
し
た
。
ハ
ッ

チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
は
日
本
一
小
さ
な
ト
ン
ボ

と
い
わ
れ
、
き
れ
い
な
水
の
湿
地
に
す
む

昆
虫
で
す
。
鮮
や
か
な
赤
色
が
オ
ス
、
茶

色
が
メ
ス
で
、
体
長
２
cm
ほ
ど
で
す
。
ア

ン
ペ
ラ
イ
と
い
う
湿
地
に
生
え
る
多
年
草

の
上
で
羽
根
を
休
め
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
青
い
実
と
赤
い
植
物
を
発
見
し
ま

し
た
。
青
い
実
は
シ
デ
コ
ブ
シ
の
実
で
、

熟
す
と
果
皮
が
自
然
に
パ
カ
ッ
と
割
れ
て

赤
い
種
子
が
見
え
ま
す
。
シ
デ
コ
ブ
シ
の

自
生
地
は
東
海
三
県
に
の
み
分
布
し
、
湿

原
や
渓
流
沿
い
な
ど
の
限
ら
れ
た
場
所
に

生
え
る
貴
重
な
植
物
で
、
愛
知
県
絶
滅
危

惧
Ⅱ
類
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

赤
い
植
物
は
ト
ウ
カ
イ
コ
モ
ウ
セ
ン
ゴ

ケ
で
、
葉
の
色
の
鮮
や
か
な
紅
色
が
特
徴

で
す
。
栄
養
分
の
少
な
い
湿
地
に
生
え
る

食
虫
植
物
で
、
葉
の
表
面
に
あ
る
腺
毛
か

ら
出
る
粘
液
で
虫
を
と
ら
え
て
消
化
吸
収

し
、
水
分
は
地
中
か
ら
毛
細
管
現
象
に

よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
ト
ウ
カ

イ
コ
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
は
、
ち
ょ
う
ど
ピ
ン

ク
色
の
小
さ
な
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し

た
。

「
黒く

ろ

が

わ河
湿
地
植
物
群
落
」

ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
の
里

滝頭山

滝頭公園
田原市役所

道の駅田原
めっくんはうす

三河田原 神戸

黒河湿地植物群落

▲シデコブシの実

●黒河湿地植物群落（大久保町）
愛知県における「植物群落」としての
天然記念物指定の第 1号。シデコブシ
やヤチヤナギ、シラタマホシクサなど
の貴重な植物が数多く群生し、沼地に
は、ハッチョウトンボやサンショウウ
オなども生息しています。 河合

 ●トウカイコモウセンゴケ
（右上は花）

●ハッチョウトンボのオス

●ハッチョウトンボのメス

●湿地の入口
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